






5.要約 

種々の排卵誘発剤により排卵・妊娠・分娩により得られた新生児の奇形発現頻度を,全国 9

施設で 3年間にわたって調査した結果以下の所見を得た。 

1.奇形発現頻度は自然排卵群に較べ,Clomiphsne 療法では差がなかったが,HMG-HCG 療法で

は高かった。 

2.排卵誘発剤による奇形発現頻度と母体年令との間には一定の関係は認められなかった。 


